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自分が使って良かったものを広めたい、とサロンを開業し「エシカル消費（人や社会、環境に配慮した
消費行動）」と「もったいない」をテーマに、洗って繰り返し使用できるエコラップや、オーガニック製
品を販売しています。

所在地：福崎町山崎 814　旧小園家

　　　　シェアサロンつばめ野

代表者：ハリス　有里

繰り返し使える食品保存用ラップを販売

昔から日本では、浴衣がくたびれたら糸をほどいて帯に、それがボロボロになれば草履に、と工夫して
再利用する習慣がありました。実は藍染エコラップも、藍染工房で作るのれんの端切れを再利用してい
ます。繰り返し大切に使う意識で日々の暮らしがシンプルで豊なものになるのでは、と思います。

エシカルサロン Fukutsubo

◆“エシカル”と“もったいない”をテーマに活動

エコラップとは、コットン生地に蜜蝋等を染み込ませて作った、洗って繰り返し使用できる食品保存
用ラップです。器のフタや野菜の切り口を包んだり、おにぎりやサンドイッチを包んだりと、使い方
は様々です。自然素材のみを使用しているので、食品の鮮度もおいしさも長持ちします。

藍染織は兵庫県の指定伝統工芸品で、一点一点手で染められた藍染は、その模様や色合いが魅力です。
この伝統工芸をエシカルな視点と融合させることはできないかと考え、山崎にある藍染工房さんとコ
ラボして藍染・草木染のエコラップをオリジナル製作しています。

◆自然素材のエコラップと藍染織のコラボ商品を製作・販売

藍染織とコラボして、 より魅力のあるオリジナル商品を製作

小売業
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